
第１号様式（測量・コンサルタント用）

令和 年 月 日

　平成　30・31・32　年度において、山武郡市広域水道企業団で行われる測量、建設コンサルタント等の業務に係る入札に

参加する資格の審査を申請します。

　なお、この申請書及びその添付書類については、事実と相違ないことを誓約します。

山武郡市広域水道企業団

企業長 様
〒

[カブシキガイシャ等、会社・組織名のカタカナ記入は不要]

指名通知等を受ける事務所

（点線枠内は委任先を定めてある場合のみ記入すること。）
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第１号様式（測量・コンサルタント用）
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記　載　要　領

1 . 「職員数等」の欄は、「総職員」「事務職員」を該当する欄のカラム内に右詰めで人数を記載する。

「総職員」の欄は、「事務職員」と「技術職員数」の各欄の合計と一致すること。

2 . 「技術職員数」の欄は、各業務に従事する技術職員の人数をカラム内に右詰めで記載する。複数の業務に従事

する技術者は主に従事する業務についてのみ記載する。

3 . 「直前2年の年間平均実績高」の欄は、審査基準日直前2年の各営業年度における各業務ごとの実績高につい

て算定した年間平均実績高を右詰めで記載する。

4 . 「資本金等」の「自己資本額」欄は、法人にあっては審査基準日直前決算における資本金及び積立金に当該決

算に伴う利益処分における準備金、積立金及び次期繰越利益を加えた額を、個人にあっては次期繰越純資本金の

額を右詰めで記載する。

5 . 「資本金等」の「資本金」欄は、法人にあっては審査基準日直前決算における資本金を右詰めで記載する。

ただし、決算日から審査基準日までの間に増減があった場合は、当該増減額を加減して記載する。個人にあって

は記載しないこと。

6 . 「登録の状況等」の欄は、登録を受けている者のみ該当カラムに「1」を記載する。


